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令和７年度 校内研修主題 

主体的・対話的で深い学びができる生徒の育成 

～自分事として課題解決に向かう指導の工夫を通して～ 

 

主な取り組み（２学期以降）  

２学期  

９月 指導案検討→計画訪問→共有会 

１０月 前期授業公開・参観→共有会 

１１月 「iPad、生成 AI」研修 

１２月 後期授業公開・参観→共有会 

３学期 

１月 個人目標シートの振り返り→共有会 

2・３月 １年間のまとめ・次年度に向けて 

～ 成果 (各教科における生徒の姿より抜粋) ～ 
・学習内容と実社会との関わりを実感する姿や、学んだことを将来に活かそうとする姿が見られた。 

・学習の途中段階で試行錯誤したり自己調整したりする様子が見られた。 

・生徒同士で確認し合う活動を通して、理解を深めようとする姿が見られた。 

・日常生活の製品に対しても自ら関心を持ち、技術の工夫に目を向ける生徒が増えた。 

・「次回はここを意識する」と自身の動きを振り返り、改善しようとする姿が見られた。 

～ 今後に向けて ～
・自分（集団）をより良くしようとするために、自分（集団）の課題を見つけ、自分（集団）に合った学び方が 

できるようにしていく。 

・個に応じた指導と、学びに向かう集団づくりを両立させていく。 

家庭科 自分の部屋の環境を

見直し、改善案について話し

合っている場面です。 

年度当初授業公開後に作成した「個人目標シート」に基づいた、 

自分事として課題解決に向かう指導の工夫を意識した授業公開を

全職員が実施しました。 

全職員が公開メモ・参観メモを作成し、お互

いに授業を参観し合い、教科の垣根を越え

て、自身の教科指導に活かしていきました。 

英語 より良い発表の視点を基に、

自分の発表を改善し、ペアで確認 

している場面です。 

理科 振り子の動きを観察して、

運動エネルギーと位置エネルギー

の移り変わりについて自分の言葉

で説明している場面です。 

音楽  合唱コンクールのクラス合唱

曲について、自分の思いをもって多様

な合唱表現を追究している場面です。 

授業公開後の共有会では、自分事として課題

解決に向かう指導の工夫についての成果と

課題について話し合い、職員間で全体共有を

図っていきました。 


